
                            

    

 

                    

山
田
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
平
成
27
年
度
の
定
期
総
会
を
、

５
月
16
日
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。 

26
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
の

ほ
か
、
役
員
の
選
出
や
27
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
も
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
27
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
協
の
取
組
み
を
、
「
課

題
重
視
型
の
活
動
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
」
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
昨

年
度
に
部
会
ご
と
に
事
業
検
討
準 

 

   

 

備
会
で
事
業
計
画
案
を

集
約
し
ま
し
た
。 

４
月
に
新
た
に
設
置

し
た
専
門
部
会
等
に
お

い
て
も
再
度
確
認
し
た

う
え
で
事
業
計
画
と
し

て
い
ま
す
。
（
詳
細
は
、

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

一
新
し
た
組
織
と
体

制
の
下
で
、「
ふ
れ
あ
い

と
思
い
や
り
に
満
ち
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
山
田
」
の
実

現
に
向
け
て
、
確
か
な

一
歩
と
な
る
よ
う
取
り 

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

   

会 

長 
 

川
那
辺
孝
六 

副
会
長 

 

馬
場 
敏
一 

副
会
長
（
健
康
福
祉
部
会
長
） 

岡 
 

顯
朗 

副
会
長 

 

田
渕 

稔
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計
（
総
務
委
員
長
） 

 
 
 
 
 
 

田
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口 

修
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杉
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佳
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岸
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矢
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光
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吉
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木
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理
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防
災
部
会
長
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信
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理
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（
安
心
部
会
長
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中
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清
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理
事
（
体
育
部
会
長
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和
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理
事
（
青
少
年
育
成
部
会
長
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久
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理
事
（
地
域
協
働
合
校
部
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長
） 

村
瀬 

純
子 

事
務
局
長 

加
藤 

一
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監
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駒
井 

善
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監
事 

 
 

馬
場 

敏
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第 ２６ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２７年６月１日号（１） 

山田学区（４月３０日現在） 

人口 ７,９６７人 

 男性 ３,９２３人 

 女性 ４,０４４人 

世帯  ３,１１３世帯 

 発行者   
山田学区まちづくり協議会 
山田市民センター内 
草津市南山田町６７８   
Tel・Fax （５６２）００４４ ｈｔｔｐ://machikyou.jp//yamada/ 

 

◆
27
年
度
の
役
員 

皆さん！ 日頃は、まちづくり協議

会の諸活動にご理解とご支援を頂き、

ありがとうございます。 

さて、山田学区まちづくり協議会で

は、〝見て分かりやすく、みんなが参加

しやすい〟ことを目標に、１年余りの

協議を経て、新たな部会組織を創りま

した。 

今年度からは、この組織で、防災対策（防災部会）、環境や安全

への対策（安心部会）、高齢者福祉に関する課題（健康福祉部会）、

青少年問題（青少年育成部会）、体力の維持・増進や健康の問題（体

育部会）、地域で子どもを育てる活動（地域協働合校部会）など、

山田学区が抱える多くの課題に積極的に取り組んでまいります。 

一新したまち協の船出に際し、このたびの総会において引き続

き会長職を仰せつかりました。微力ながら精一杯取り組んでまい

る所存でございます。 

これからも、山田学区まちづくり協議会の活動に対し、より一層

のご支援とご協力をお願いしますとともに、皆さんの積極的な参

画をお待ちしています。 

 

       山田学区まちづくり協議会会長 川那辺 孝六 

 

平
成
27
年
度
定
期
総
会
を
開
催 

 



 

                            

     

第 ２６ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２７年６月１日号（２） 

今年度の主な取組み 

笑顔のまち、住みよいまち「やま

だ」を目指して、今年度から課題

重視の取組みを進めます。 

◆福祉防災マップの作成に着手します 

 緊急避難等が必要となったときに活用できる「福

祉防災マップ」の作成に着手します。27年度は、

マップ情報の更新など運営面の検討と、「おたがい

さま」の考えのもとで、地域や個人の理解を求める

ことから始めます。 

（健康福祉部会） 

 

◆浸水表示板を設置します 

 防災に対する住民啓発の一つとして、各町の集

会所に当該地点の標高（海抜）や過去の大水害時

の水位を表示した浸水表示板を設置し、減災に向

けたまちづくりを進めます。 

（総務委員会総務グループ） 

◆ゴーヤカーテンで環境負荷を低減します 

             地域でできる地

球温暖化防止活

動の一つとして、

各町の集会所や

家庭でゴーヤに

よる緑のカーテ

ン運動に取り組

みます。 

（安心部会） 

 

◆地域防災計画の作成に着手します 

 他の地域に先駆けて、地域住民等の自発的な防

災活動をまとめた、ボトムアップ型の「山田学区

地域防災計画」の作成に着手します。27年度は、

検討組織を立ち上げ、国のガイドラインの学習や、

計画に盛り込む項目の検討から始めます。 

（防災部会） 

 
◆ウォーキングを普及します 

 高齢化が進む中で、運 

動不足を解消するため、 

誰もが身近にできるウォ 

ーキングを普及すること 

で、地域住民の健康づく 

りを進めます。 

（体育部会） 

◆あいさつ運動を展開します 

 地域コミュニティの希薄化が進む中で、あいさ

つ運動を進めることで、地域の連帯感を高め、元

気な山田につなげていきます。 

（青少年育成部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域で子どもを育てる取組みをします 

 子どもたちのアドベンチャーハウス事業や、わん

ぱくひろば、ふれあいまつりなどへの参加を通し

て、地域との関わりや土曜日の居場所づくりなど、

地域で子どもを育てる取組みを進めます。 

（地域協働合校部会） 

◆人権が尊重された地域を目指します 

 予断や偏見、不合理をなくし、同和問題をはじ

めとするあらゆる差別を解消するため、町内学習

懇談会等を開催し、人権が尊重された住みよい地

域社会を目指します。 

（総務委員会人権グループ） 



                            

     

 

 

 
 

 

春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期

間

中

の

５

月

13
日
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ン
草
津
店
前

で
、
交
通
事
故

防
止
に
向
け
て
、

街
頭
啓
発
を
行

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
日
は
、
草 

 

                 

 

津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会
山
田
支
部

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
町
内
会
長
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
な
ど
が

参
加
し
、
「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
を
皆
さ
ん
に
周
知
す
る

と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

市
内
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
に
死
亡
事
故
が
２
件
発
生
す

る
な
ど
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
歩
行
時
や
自
転
車
に

乗
る
と
き
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
心
掛
け
ま 

 
 
 
 
 

し
ょ
う
。 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

５
月
19
日
、
ま
ち

協
く
ら
し
安
全
部
会

が
、
平
成
26
年
度
学

区
別
事
故
防
止
啓
発

運
動
で
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
草
津
栗
東
地
区

交
通
対
策
協
議
会
（
橋

川
渉
会
長
）
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
は
、
部
会
の
啓

発
運
動
に
対
す
る
取

組
み
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
今
後
も
地
域

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち 

 
 

 

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

   

５
月
２
日
（
土
）、
赤
十
字
奉
仕 

                 
 
 

 

山
田
幼
稚
園
で
は
、
５
月
15
日

に
ア
オ
バ
ナ
の
苗
植
え
を
行
い
ま

し
た
。 

 

市
の
花
で
あ
る
ア
オ
バ
ナ
に
親

し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
や
、
い
の
ち
の
大
切
さ

に
気
付
き
、
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

に
、
幼
稚
園
で
は
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

“
ア
オ
バ
ナ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
” 

団
の
皆
さ
ん
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
外

回
り
の
草
刈
り
な
ど
を
し
て
く
だ

さ
り
、
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

暑
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

    
 

 

佐
山
貢
さ
ん
か
ら
苗
の
扱

い
や
土
の
か
け
方
な
ど
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
後
、
園

児
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
手

に
、
「
は
や
く
お
お
き
く
な

あ
れ
」「
げ
ん
き
に
そ
だ
っ

て
」
と
口
に
し
な
が
ら
、
植

木
鉢
に
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。 

 
 
 

 

 
 
 

 

  
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

◎
日
用
雑
貨
、
手
作
り
品
、
リ
サ
イ

ク
ル
コ
ー
ナ
ー 

 

10
時
～
12
時
30
分 

◎
模
擬
店 

か
や
く
ご
は
ん
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
タ
コ
せ
ん
、
か
き
氷
、

み
た
ら
し
団
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く 

い
、
わ
な
げ 

 

11
時
～
14
時 

 

 

第 ２６ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２７年６月１日号（３） 

27 年度 各種団体代表者紹介（順不同、敬称略） 

赤
十
字
奉
仕
団
山
田
分
団 

市
民
セ
ン
タ
ー
を
き
れ
い
に 

 

優
秀
賞
を
受
賞 

く
ら
し
安
全
部
会 

はやくおおきくなあれ 

山
田
幼
稚
園
バ
ザ
ー 

わ
く
わ
く
ま
つ
り 

６
月
６
日(

土) 

【
雨
天
決
行
】 

 

団 体 名 氏 名

山田学区自治連合会 馬場　敏一

山田学区社会福祉協議会 岡　　顯朗

山田学区民生児童委員協議会 田渕　稔子

山田学区老人クラブ連合会 岡　　進一

青少年健全育成山田学区民会議 久保　勇

山田学区地域協働合校推進委員会 村瀬　純子

山田学区体育振興会 堤　　和男

山田幼・小教育後援会 横江　吉清

山田学区子ども会指導者連合会 山岡　純子

山田学区更生保護女性会 中村　愛子

草津・栗東交通安全協会山田支部 中島　清明

山田21ふるさと健・幸推進委員会 木村　正昭

赤十字奉仕団山田分団 杉江　由紀子

少年補導委員会 横江　久吉

草津市健康推進員連絡協議会山田学区 斉藤　律子

保護司会 池田　恵俊

草津市消防団第4分団 宇野　和男

山田学区ボランティア連絡協議会 藤井　清忠



    

《
６
月
11
日(
木)

》 

第
１
回 

お
出
か
け
ド
ク
タ
ー
と

お
気
軽
ト
ー
ク 

年
齢
が
増
え
て
も
、
今
よ
り
も

っ
と
生
き
生
き
と
！ 

日
々
の
健
康
や
認
知
症
予
防
な

ど
、
気
軽
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

▽
時
間 

13
時
30
分
～ 

 

《
６
月
18
日(

木)

》 

第
２
回 

寸
劇
で
詐
欺
被
害
防
止 

「
黄
門
様
詐
欺
に
遭
う
！
？
」 

詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
ろ 

                

う
と
、
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
る
警

察
官
が
、
寸
劇
を
披
露
さ
れ
ま
す
。 

（
や
す
ら
ぎ
学
級
と
合
同
開
催
） 

▽
時
間 

13
時
30
分
～ 

 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

     

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！ 

今
年
も
５
回
開
催
し
ま
す
。 

                

①
６
月
１
日(

月) 

親
子
ヨ
ガ 

 

浅
井 

聡
子 

②
７
月
27
日(

月) 

人
形
劇 

 
 

お
は
な
し
UFO 

③
９
月
14
日(

月) 

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク 

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
キ
ッ
ズ 

杉
江 

の
り
子 

④
10
月
19
日(

月) 

３
Ｂ
体
操 
 

遠
藤 

多
見
子 

⑤
12
月
21
日(

月)
 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

 

杉
本 

富
子 

 

▽
時
間 

10
時
30
分
～
12
時 

▽
対
象 

就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者 

                
▽
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

▽
受
講
料 

３
０
０
円 

当
日
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
申
込
み
不
要 

     

▽
対
象 

市
内
の
１
歳
以
上
入
園

前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
、
親

子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

▽
活
動
日 

毎
週
月
曜
日 

 

10
時
30
分
～
12
時 

▽
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

※ 

詳
し
く
は 

山
田
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で 

                 

    

「
母
娘
（
お
や
こ
）
で
問
う
た
部
落

差
別
」 

▽
講
師 

坂
田
か
お
り
さ
ん（
鳥
取

県
米
子
市
） 

▽
日
時 

６
月
13
日(

土) 

 

10
時
45
分
～
12
時
15
分 

▽
場
所 

山
田
小
学
校
体
育
館 

▽
主
催 

山
田
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
和

教
育
研
究
会 

（
後
援 

山
田
ま
ち
協
） 

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

     

第 ２６ 号 平成２７年６月１日号（４） 

 
□ 6月 11日（木） 
★いっぷくサロン 13:30～ 

 
□ 6月 13日（土） 
☆同和教育講演会 10:45～ 
 山田小学校体育館 

 
□ 6月 18日（木） 
★いっぷくサロン 13:30～ 

 
□ 6月 20日（土） 
★第１回わんぱくひろば  9:30～ 

  七夕かざりを作ろう 
 
□ 6月 25日（木） 
★ダンボールコンポスト講座 9:30～ 

 
□ 6月 28日（日） 
☆町別対抗自転車競技大会 9:30～ 

  山田小学校体育館 
  （交通安全協会山田支部） 
 
□ 7月 4 日（土） 
☆町内学習懇談会推進者研修講座 13:30～ 
第１・第２講座（クレアホール） 

☆健康ウォーキング 9:30～ 
 （学区老ク連） 

 
□ 7月 6 日（月） 
★いっぷくサロン 10:00～ 

  笑って歌って健康づくり 
 
★印の会場は山田市民センター 
(公民館)です 

高
齢
者
講
座 

「
や
ま
だ
い
っ
ぷ
く
サ
ロ
ン
」 

家
庭
教
育
支
援
講
座 

 

す
く
す
く
ラ
ン
ド
で 

あ
そ
ぼ
う 

同
和
教
育
講
演
会 

 

（出屋敷町で） 

風薫る清々しい季節、初夏の風物詩ともいえる

田植えが、学区内のあちらこちらで行われていま

した。 

青々とした苗が黄金色のじゅうたんになる実り

の秋が、待ち遠しいですね。 

 

 

 


